
熊 地 区

防災のお知らせ

避難所運営での優先事項

　中部ブロック防災講演会が5月2３日に開催されました。

講師の国崎信江さんは、能登半島地震の支援体験をふまえて、

次のように講演されました、今後の参考にしていただけたら幸いです。

1） ごみの処理・・・・救援物資の段ボール等

　・震災時のゴミ出しルールを決めておく

2） 高齢者対応に絞る

　・若い人、赤ちゃんは3日後には避難所にはいません

赤ちゃんのいる環境ではない、高齢者に対応した運営を考える

3） パイプ椅子の準備

・高齢者は床からの立ち座りがたいへん

4） トイレ・・・便袋は使用方法が簡単なものに、シートタイプが良い

・高齢者は弁袋を使わず排便し、職員が終日便の処理に追われていた

トイレの使用ルール、の必要性を感じた

5） 水を溜めるものを準備・・・給水・貯水タンク

6） 昇降口の靴箱を整理棚に利用

7） 炊き出しができると、みなが元気になる

・女性が笑顔で料理してくれると元気が出てくる

・菓子パン・カップラーメンでは元気がでない

8） 集会所の利用・・・避難所に来られない人の対応

・救援物資を取りに来てもらう

・炊き出しをして、それを持ち帰ってもらう

9） その場にいる人たちで避難所運営ができるように

「ファーストミッションボックス」の使用
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